














とした。対象は 279 名の中から無作為に男子学生及び女子学生を 50 名ずつ抽出し、欠席がないもしくは欠































































は外出自粛が要請されたが、2020 年 4 月に実施さ
れた国際共同調査において、自宅待機や検疫法に基
づく隔離措置によって身体活動や食習慣が損なわれ

















































































についての回答は、5：12 〜 8 時間、4：8 〜 6 時間、3：










欠席 1 回までの学生 137 名（男子 57 名、女子 80 名）
のうち男女ともに 25 名ずつ無作為に抽出するとと
もに、欠席が 2-4 回までの学生 121 名（男子 72 名、
女子 49 名）のうち男女ともに 25 名ずつ無作為に抽
出した。よって、欠席がないもしくは欠席 1 回まで
の学生 50 名を学生 A 群とし、欠席が 2-4 回までの





較には、χ 2 検定を行った。χ 2 検定において有意
差が見受けられた質問項目は残差分析を行った。 
なお、統計的有意水準は 5% 未満とし全ての統計処






























に 6 〜 8 時間が高い割合を示したが、男子学生は 3
〜 4 時間の割合が女子学生よりも有意に高く、女子














度数 割合 度数 割合
実施頻度
実施していない 32  5.  7% 3  0. 5% **
**
1 日 146 26. 1% 221 38. 9% **
2 日 185 33. 1% 172 30. 3%
3 日 127 22. 7% 119 21. 0%
4 日 35  6. 3% 36  6. 3%
5 日以上 34  6. 1% 17  3. 0% *
生活リズム
不明 0  0. 0% 0  0. 0%
**
非常に悪い 17  3. 0% 12  2. 1%
悪い 47  8. 4% 43  7. 6%
普通 203 36. 3% 193 34. 0%
良い 208 37. 2% 187 32. 9%
非常に良い 84 15. 0% 133 23. 4% **
体調変化
不明 34  6. 1% 2  0. 4% **
**
非常に悪い 0  0. 0% 0  0. 0%
悪い 2  0. 4% 3  0. 5%
普通 272 48. 7% 265 46. 7%
良い 206 36. 9% 223 39. 3%
非常に良い 45  8. 1% 75 13. 2% *
睡眠時間
不明 30  5. 4% 2  0. 4% **
**
寝られない 3  0. 5% 1  0. 2%
1 〜 2 時間 5  0. 9% 4  0. 7%
3 〜 4 時間 86 15. 4% 47  8. 3% **
6 〜 8 時間 372 66. 5% 392 69. 0%
8 〜 12 時間 63 11. 3% 122 21. 5% **
体　重
変わっていない 398 71. 2% 382 67. 3%
**
やや太り気味 82 14. 7% 49  8. 6% **
太ってきた 16  2. 9% 20  3. 5%
やや痩せ気味 52  9. 3% 73 12. 9%
痩せてきた 11  2. 0% 44  7. 7% **






示した。「実施頻度」は、1 日と回答した学生 B 群
（39.7%）は学生 A 群（26.3%）よりも有意に高い割
合を示した。それに反し、3 日実施、4 日実施、5












学生 A 群 学生 B 群
残差分析 χ２検定
度数 割合 度数 割合
実施頻度
実施していない 21  3. 5% 14  2. 7%
**
1 日 158 26. 3% 209 39. 7% **
2 日 180 30. 0% 177 33. 6%
3 日 159 26. 5% 87 16. 5% **
4 日 49  8. 2% 22  4. 2% **
5 日以上 33  5. 5% 18  3. 4% *
生活リズム
不明 0  0. 0% 0  0. 0%
*
非常に悪い 12  2. 0% 17  3. 2%
悪い 42  7. 0% 48  9. 1%
普通 194 32. 3% 202 38. 3% *
良い 223 37. 2% 172 32. 6%
非常に良い 129 21. 5% 88 16. 7% *
体調変化
不明 20  3. 3% 16  3. 0%
**
非常に悪い 0  0. 0% 0  0. 0%
悪い 0  0. 0% 5  0. 9% *
普通 260 43. 3% 277 52. 6% **
良い 264 44. 0% 165 31. 3% **
非常に良い 56  9. 3% 64 12. 1%
睡眠時間
不明 20  3. 3% 12  2. 3%
**
寝られない 0  0. 0% 4  0. 8% *
1 〜 2 時間 3  0. 5% 6  1. 1%
3 〜 4 時間 47  7. 8% 86 16. 3% **
6 〜 8 時間 441 73. 5% 323 61. 3% **
8 〜 12 時間 89 14. 8% 96 18. 2%
体　重
変わっていない 398 66. 3% 382 72. 5%
**
やや太り気味 82 13. 7% 49  9. 3% **
太ってきた 16  2. 7% 20  3. 8%
やや痩せ気味 52  8. 7% 73 13. 9%
痩せてきた 11  1. 8% 44  8. 3% **
*：p < 0. 05，**：p < 0. 01
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「睡眠時間」は、学生 A 群及び学生 B 群ともに 6 〜
8 時間が 1 番高い割合を示したが、学生 B 群より学
生 A 群の方が有意に高い割合を示した。また、眠
れないまたは 3 〜 4 時間と回答した割合は学生 A
群よりも学生 B 群の方が有意に高い割合を示した。
「体重」では、やや太り気味と回答した割合は学生
B 群より学生 A 群の方が有意に高い割合を示し、


































る 6 〜 8 時間においても有意に高い割合を示し、一
方で改善を要する学生は、良好な学習環境にある学
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